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川系男子 坂本貴啓さんの案内で、編集
部の面々が109水系を巡り、川と人と
のかかわりを探りなら、川の個性を再
発見していく連載です。
109水系

1964年（昭和39）に制定された新河川法では、分
水界や大河川の本流と支流で行政管轄を分けるので
はなく、中小河川までまとめて治水と利水を統合し
た水系として一貫管理する方針が打ち出された。そ
の内、「国土保全上又は国民経済上特に重要な水系
で政令で指定したもの」（河川法第4条第1項）を一
級水系と定め、全国で109の水系が指定されている。

【熊野川流域の地図】
国土地理院基盤地図情報(縮尺レベル25000)「和歌山、奈良、三
重」及び、国土交通省国土数値情報「河川データ（平成20年、
21年）、流域データ（昭和52 年）、湖沼データ（平成17年）、ダ
ムデータ（平成17年）、鉄道データ（平成24年）」より編集部で
作図
この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同
院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号　平26情使、第
152号）

熊野川の名前
村石利夫編『日本全河川ルーツ大辞典』（竹
書房 1979）によれば、名前の由来は諸説あ
る。① 神稲（くましろ）= 神 ② 隠野（こも
りぬ）= 死者の隠れるところ ③ クマ = 荒ぶ
る ④ 地勢上から山深く生い茂った所 = 木間
野。熊 = 隈 ⑤ 隈 = 僻陬（へきすう）すなわ
ち僻地や未開地など

坂本クンと行く川巡り  第４回  

Go! Go! 109水系

神荒
か み　す さ

ぶ、よみがえりの熊野川

（奈良県・三重県・和歌山県）



熊野川流域

津

大津京都

大阪神戸

和歌山

奈良
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坂本貴啓さん
さかもと たかあき

筑波大学大学院 システム情報工学研究科
博士後期課程 構造エネルギー工学専攻在学中

1987 年福岡県生まれの川系男子。北九州で育ち、高校
生になってから下校途中の遠賀川へ寄り道をするように
なり、川に興味を持ち始め、川に青春を捧げる。高校時
代にはYNHC（青少年博物学会）、大学時代にはJOC

（Joint of College）を設立。白川直樹研究室『川と人』
ゼミ所属。河川市民団体の活動が河川環境改善に対する
潜在力をどの程度持っているかについて研究中。

熊野川：

水系番号 ： 66 
都道府県 ： 奈良県、三重県、和歌山県

源流 ： 山上ヶ岳  （標高1719m） 
河口 ： 熊野灘（太平洋）  

本川流路延長 ： 183km 14位／109

支川数 ： 103河川 37位／109

流域面積 ： 2360km2 26位／109

流域耕地面積率 ： 0.6％ 108位／109

流域年平均降水量 ： 2680mm 16位／109

基本高水流量 ： 1万9000m3/s 3位／109

河口の基本高水流量 ： 1万9920m3/s 9位／109

流域内人口 ： 4万7000人 87位／109

流域人口密度 ： 20人/km2 103位／109

（基本高水流量観測地点：相賀〈おうが　河口から10.6㎞地点〉）
河口換算の基本高水流量 ＝ 流域面積  ×  比流量（基本高水流量÷基準点の集水面積）
データ出典：『河川便覧 2002』（国際建設技術協会発行の日本河川図の裏面）
※ 前号までの訂正：水系本川流路延長順位に誤りがありました。遠賀川は81位から82
位へ、米代川は26位から27位へ、旭川は23位から24位へ訂正してください。

水
質
改
善
は
世
界
遺
産
効
果
？

第
４
回
の
川
巡
り
に
は
、
熊
野
川
を

選
び
ま
し
た
。
ぼ
く
は
川
の
市
民
活
動

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
川
の
調

査
に
入
る
と
き
に
は
、
地
域
の
河
川
事

務
所
を
訪
問
し
て
資
料
を
い
た
だ
き
、

そ
の
川
の
個
性
に
つ
い
て
う
か
が
っ
た

り
、
市
民
活
動
団
体
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
熊
野
川

は
流
域
面
積
が
２
３
６
０
h
で
遠
賀
川

の
倍
以
上
広
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な

か
な
か
市
民
活
動
団
体
を
見
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

流
域
の
土
地
利
用
は
森
林
が
約
95
％
、

水
田
や
畑
地
な
ど
の
農
地
が
約
1.5
％
、

宅
地
が
約
0.5
％
、
そ
の
他
が
約
３
％
。

し
か
も
流
域
内
人
口
密
度
は
１
０
９
水

系
中
１
０
３
位
と
非
常
に
低
く
、
下
流

の
一
部
に
し
か
見
ら
れ
な
い
平
野
（
新

宮
市
）
に
、
流
域
人
口
の
ほ
と
ん
ど
と

も
い
え
る
４
万
人
近
く
が
住
ん
で
い
ま

す
。
流
域
の
人
口
が
少
な
く
、
川
と
直

接
か
か
わ
る
こ
と
が
厳
し
い
地
形
が
、

市
民
活
動
を
難
し
く
し
て
い
る
の
か
な
、

と
想
像
し
ま
し
た
。

や
っ
と
出
合
え
た
市
民
活
動
団
体
は

新
宮
の
〈
河
川
を
美
し
く
す
る
会
〉
で
、

１
９
８
２
年
（
昭
和
57
）
に
新
宮
市
の
周

辺
を
流
れ
る
河
川
を
美
し
く
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

新
宮
市
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
な
ど
22

団
体
、
１
３
７
の
町
内
会
が
加
盟
す
る

大
規
模
な
団
体
で
す
。
毎
年
７
月
第
一

日
曜
日
に
、
５
０
０
人
ほ
ど
が
河
川
清

掃
を
行
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

今
は
水
質
も
良
い
の
で
「
河
川
を
き

れ
い
に
？
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
取
り

ま
と
め
を
し
て
お
ら
れ
る
堀
種
藏
さ
ん

と
中
岸
基
英
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

「
世
界
遺
産
に
な
っ
て
10
年
経
ち
、
み

ん
な
の
意
識
が
川
に
向
か
っ
た
お
蔭
か
、

だ
い
ぶ
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。
十
数

年
前
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
き
れ
い
で
は
な

か
っ
た
の
で
す
よ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

水
害
へ
の
備
え

新
宮
市
は
熊
野
速
玉
大
社
（
通
称
、
新

宮
）
の
門
前
町
と
し
て
発
展
し
、
江
戸

時
代
か
ら
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。
紀
伊
国
は
木
の
国
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
材
木
の
商
い
が
盛
ん
で
し
た
か
ら
、

熊
野
速
玉
大
社
に
は
寄
進
し
た
材
木
商

の
名
前
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
中
岸
さ

ん
に
よ
れ
ば
、
神
社
に
向
か
っ
て
左
側

に
花
柳
界
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

新
宮
前
の
一
画
に
、
面
白
い
建
物
が

あ
り
ま
し
た
。
お
店
の
方
に
話
を
う
か

が
う
と
、
明
治
末
期
か
ら
大
正
時
代
に

か
け
て
の
最
盛
期
に
使
わ
れ
て
い
た

〈
川
原
家

か
わ
ら
や

〉
と
呼
ば
れ
る
簡
易
住
宅
を

復
元
し
た
も
の
だ
そ
う
で
す
。
地
元
の

新
宮
高
校
建
設
工
学
科
の
実
習
で
復
元

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
土
産
物
店
な

ど
が
営
業
す
る
〈
川
原
家
横
丁
〉
が
で

国土交通省国土数値情報「流域データ（昭和52年）」より編集部で作図

〈河川を美しくする会〉の堀種藏さんと中岸基英さん

熊野那智大社で「胎内くぐり」をする坂本クン。樹
齢850年という楠の木の根元にできた空洞を通り抜
けることで、無病息災、長寿を願うという。
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き
ま
し
た
。

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
水
に
浸
か
っ
た
新

宮
で
は
、
大
水
が
あ
り
そ
う
な
と
き

に
は
２
時
間
ほ
ど
で
店
を
畳
ん
で
部

材
を
持
っ
て
避
難
し
、
水
が
引
く
と

同
じ
場
所
に
建
て
る
こ
と
が
で
き
る

折
り
畳
み
式
の
仮
設
小
屋
を
使
っ
て

い
た
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
記
憶
に
も
新
し
い
２

０
１
１
年
（
平
成
23
）
の
台
風
12
号
で

は
、
９
月
４
日
５
時
８
分
、
河
口
か

ら
3.4
㎞
地
点
の
相
筋
地
区
の
堤
防
か

ら
越
水
し
、
新
宮
市
内
へ
と
水
が
流

れ
出
ま
し
た
。
新
宮
の
社
殿
も
水
に

浸
か
り
、
市
内
は
機
能
麻
痺
に
陥
っ

た
そ
う
で
す
。

熊
野
川
大
橋
が
架
か
る
前
、
渡
し

船
が
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
も
覚
え
て

い
る
と
い
う
堀
種
藏
さ
ん
は
、
１
９

３
１
年
（
昭
和
６
）
生
ま
れ
。
地
震
も

津
波
も
水
害
も
何
度
も
体
験
し
て
い

る
の
で
、
何
か
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
避

難
す
る
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い
る
、

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
迅
速
な
避
難

で
命
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
い
で
い

る
そ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
の
利
水
ダ
ム

熊
野
川
で
は
豊
富
な
水
量
を
生
か

し
て
、
現
在
は
11
の
ダ
ム
が
開
発
さ

れ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
の
機
能
は
大
き
く
二
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
治
水
機
能
。

ダ
ム
下
流
へ
の
放
流
量
が
流
入
量
を

下
回
る
よ
う
に
し
て
、
下
流
部
の
水

位
上
昇
を
低
減
し
た
り
、
水
位
上
昇

の
ピ
ー
ク
を
遅
ら
せ
た
り
し
な
が
ら

洪
水
調
節
を
行
な
い
ま
す
。

二
つ
目
は
利
水
機
能
。
灌
漑
用
水
、

上
水
道
用
水
、
工
業
用
水
、
発
電
用

水
、
消
流
雪
用
水
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

熊
野
川
の
場
合
、
流
域
の
ほ
と
ん

ど
は
人
が
住
ま
な
い
山
間
部
で
あ
る

た
め
、
他
の
河
川
の
よ
う
に
、
積
極

的
な
治
水
は
行
な
わ
れ
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
た
め
に
11
あ
る
ダ
ム

は
す
べ
て
利
水
ダ
ム
で
す
。
ま
た
、

利
水
に
つ
い
て
も
水
力
発
電
に
特
化

し
て
い
ま
す
。

猿
谷

さ
る
た
に

ダ
ム
の
働
き

熊
野
川
上
流
部
（
奈
良
県
五
條
市
大
塔

町
）
に
あ
る
猿
谷
ダ
ム
も
利
水
専
用

ダ
ム
で
、
発
電
用
水
、
不
特
定
用
水

（
特
に
灌
漑
用
水
）
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
国
が
管
理
す
る
ダ
ム
で
利
水
専

用
は
珍
し
く
、
本
州
で
は
唯
一
で
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
熊
野
川
の
特

性
が
表
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。

猿
谷
ダ
ム
が
で
き
た
経
緯
は
少
し

複
雑
で
す
。
戦
後
の
厳
し
い
食
糧
事

情
解
決
の
た
め
に
、
１
９
４
９
年
（
昭

和
24
）
農
林
省
（
現
・
農
林
水
産
省
）
は

〈
国
営
農
業
水
利
事
業
〉
を
計
画
。

こ
れ
に
伴
い
、
水
不
足
の
恐
れ
が
あ

る
奈
良
盆
地
に
灌
漑
用
水
を
供
給
す

る
と
い
う
３
０
０
年
来
の
悲
願
〈
吉

野
川
分
水
構
想
〉
が
、
現
実
味
を
帯

び
て
浮
上
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、〈
十
津
川
・
紀
の
川
総
合
開
発

事
業
〉
と
し
て
、
紀
の
川
（
奈
良
県
側

の
名
称
は
吉
野
川
）
の
水
を
奈
良
県
へ
分

水
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

人
口
で
み
る
と
、
熊
野
川
は
流
域

全
体
で
約
４
万
５
０
０
０
人
な
の
に

対
し
、
紀
の
川
は
67
万
人
（
調
査
基
準

年
平
成
17 
年
度
末
）
。
降
雨
量
が
少
な
い

の
に
水
需
要
が
高
い
紀
の
川
は
、
吉

野
川
分
水
に
よ
っ
て
水
不
足
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
そ
の
解
決
案
と
し
て
、

紀
の
川
に
熊
野
川
の
水
を
送
る
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
の
が
猿
谷
ダ
ム
。
い

わ
ば
、
水
の
お
裾
分
け
な
の
で
す
。

猿
谷
ダ
ム
に
蓄
え
ら
れ
た
熊
野
川

の
水
は
、
坂
本
分
水
路
を
通
っ
て
流

新宮川水系熊野川の特徴

熊野川は、その源を奈良県吉野郡天川村の山上ヶ
岳  （標高1719C）に発し、大小の支川を合わせな
がら十津川渓谷を南流。和歌山県新宮市と三重県熊
野市の境界で、大台ヶ原（標高1400〜1600C級の
山々と、これらに囲まれた東西５Hほどの台地状の
地帯）を水源とする北山川と合流して熊野灘に注ぎ
ます。

熊野川水系は年間降水量が2800Aで全国平均と比
べて多雨地域ですが、流域のほとんどが山間部であ
るため、戦前には大規模な水資源開発が行なわれま
せんでした。紀伊半島は、西に比べ、東の降水量が
多いという特徴があります。海上からの湿った風が
近畿の屋根と呼ばれる急峻な山岳地帯の南東斜面に
ぶつかって雨を降らせるからで、太平洋側を台風が
通過する際には南東からの風が強くなるため、特に
10月ごろには降水量が多くなります。

熊野川の名前が復活
熊野川の名称は、本宮より上流は十津川、本宮以

南はかつて一級河川 新宮川とされました。しかし、
長年愛された熊野川の名前を残したいという地元の
要望で、1998年（平成10）河川名は熊野川、水系名
は新宮川水系になりました。

出版物が少ない熊野川
いつも、古賀河川図書館に資料をお借りするので

すが、熊野川の本はあまりありませんでした。国立
国会図書館のサーチエンジンで検索すると、熊野川
という語がタイトルについた本は745（2014年5月7
日現在）。筑後川は2249。ちなみに多摩川は5734で
した。市民活動団体と熊野川関連の書籍が少ないの
は、人口が少ないことや市民がかかわれる利用形態
が少ないからなのかもしれません。

不思議な飛び地
熊野川流域の地図を眺めていて、不思議な地点に

出くわしました。
和歌山県の北山村全域と今は新宮市となっている

旧・熊野川町が、奈良県と三重県の県境にポチンと
入っています。実はこれ、県をまたいだ飛び地なの
です。

廃藩置県に際して和歌山藩、田辺藩、新宮藩を統
合して和歌山県が成立。藩境が北山川・熊野川の流
れと一致しているという誤解から、奈良と和歌山と
の県境は北山川・熊野川と定められました。ところ
が、実際には旧藩の境界と川筋は微妙に異なってい
て、南側の三重県（廃藩置県のときには渡会県）は
北山川・熊野川まで、北側の奈良県は旧藩境までと
したために、間に残された部分は和歌山県となりま
した。住民は新宮市を生活圏としていることもあっ
て、修正されることなく和歌山県に留まり続けてい
るのだそうです。面白いですね。

右：奈良県五條市大塔町（旧・吉野郡大塔村）辻堂大和田と猿谷地先にまたがり、一級水系新宮川（熊野川）
本川上流部に位置する猿谷ダム。1958年（昭和33）4月から管理運用を開始した50年以上の歴史を持つダム
である。
左：国土交通省近畿地方整備局 紀の川ダム統合管理事務所 猿谷ダム管理支所長の小原雅彦さんと。

熊野速玉大社前に復元された川原家横丁。川の参詣
道を来た人が、権現川原で乗降したため賑わったと
いう。



45 Go ! Go ! 109水系　第４回  熊野川

域
を
越
え
、
紀
の
川
水
系
大
和

丹
生
川

に
ゅ
う
が
わ

へ
導
水
さ
れ
て
い
ま
す
。
運

ぶ
途
中
の
分
水
路
の
落
差
を
利
用
し

て
、
発
電
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

利
水
専
用
ダ
ム
の
治
水
効
果

熊
野
川
に
は
治
水
機
能
を
持
っ
た

ダ
ム
は
一
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
利
水

専
用
ダ
ム
に
治
水
機
能
が
無
い
と
い

う
の
は
、
ダ
ム
に
貯
水
で
き
る
全
容

量
の
う
ち
、
洪
水
調
節
の
た
め
の
ポ

ケ
ッ
ト
（
余
地
）
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

し
か
し
近
年
、
多
発
す
る
集
中
豪

雨
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い

る
背
景
も
あ
り
、
河
川
管
理
者
と
そ

れ
ぞ
れ
の
利
水
専
用
ダ
ム
管
理
者
が

協
議
し
て
〈
治
水
協
力
協
定
〉
を
つ

く
り
ま
し
た
。
利
水
の
た
め
に
貯
め

る
ポ
ケ
ッ
ト
の
一
部
を
一
時
的
に
空

け
て
も
ら
い
、
そ
こ
に
洪
水
を
貯
め

て
受
け
止
め
る
と
い
う
作
戦
で
す
。

猿
谷
ダ
ム
以
外
で
も
、
電
源
開
発
の

風
屋

か
ざ
や

ダ
ム
、
池
原
ダ
ム
が
治
水
協
力

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
利
水
専
用
ダ

ム
を
、
積
極
的
に
治
水
運
用
し
た
事

例
は
全
国
初
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
紀

の
川
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
猿
谷
ダ

ム
管
理
支
所
長
の
小
原
雅
彦
さ
ん
の

お
話
で
は
、
例
年
９
月
１
日
か
ら
15

日
の
期
間
は
水
位
を
下
げ
て
、
１
０

０
万
k
の
ポ
ケ
ッ
ト
容
量
を
備
え
て

お
く
そ
う
で
す
。
灌
漑
期
間
が
９
月

15
日
に
終
了
す
る
の
で
、
台
風
シ
ー

ズ
ン
に
あ
た
る
９
月
15
日
〜
10
月
31

日
ま
で
は
、
流
量
が
１
０
０
０
k
／

ｓ
を
超
え
る
よ
う
な
降
雨
、
大
型
台

風
が
予
測
さ
れ
る
と
き
に
水
位
を
下

げ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

利
水
ダ
ム
に
と
っ
て
、
水
は
電
力

生
産
や
農
業
生
産
、
工
業
生
産
な
ど

に
変
換
で
き
る
資
源
で
す
か
ら
、
利

水
の
た
め
に
貯
め
る
ポ
ケ
ッ
ト
を
、

一
時
的
に
せ
よ
空
け
て
も
ら
う
こ
と

は
お
金
を
捨
て
る
こ
と
と
同
意
義
で

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
利
水

専
用
ダ
ム
管
理
者
が
治
水
に
協
力
す

る
と
申
し
出
て
く
れ
た
こ
と
は
、
全

国
で
も
稀
な
事
例
で
、
す
ご
い
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

大
自
然
の
脅
威

気
象
庁
発
表
に
よ
る
と
、
２
０
１

１
年
（
平
成
23
）
９
月
の
台
風
12
号
で

は
８
月
30
日
か
ら
雨
が
降
り
始
め
、

９
月
３
日
10
時
ご
ろ
に
は
高
知
県
東

部
に
上
陸
し
て
中
国
地
方
を
北
上
し

た
た
め
、
紀
伊
半
島
に
上
陸
は
し
な

か
っ
た
も
の
の
大
雨
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
８
月
30
日
18
時
～
９
月
４
日

24
時
の
累
積
雨
量
は
１
４
９
３
㎜
に

達
し
、
１
年
間
で
降
る
雨
の
３
分
の

１
が
、
わ
ず
か
６
日
間
で
降
っ
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

熊
野
川
上
流
部
に
は
大
規
模
な
土

砂
災
害
、
下
流
部
に
は
大
き
な
浸
水

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

大
規
模
な
深
層
崩
壊
（
土
壌
の
下
深
く

の
岩
盤
ご
と
崩
れ
落
ち
る
こ
と
）
も
多
発
し

て
、
紀
伊
山
系
全
体
で
約
１
億
k
も

の
土
砂
が
流
れ
出
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
以
降
歴
代

４
位
の
崩
壊
土
砂
量
と
い
う
こ
と
で
、

い
か
に
大
き
な
崩
壊
で
あ
っ
た
か
が

わ
か
り
ま
す
。

そ
の
現
場
の
一
つ
〈
赤
谷
地
区
〉

を
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

紀
伊
山
地
砂
防
事
務
所
建
設
監
督
官

の
後
藤
彦
幸
さ
ん
に
ご
案
内
い
た
だ

き
ま
し
た
。

災
害
現
場
を
実
際
に
見
て
、
言
葉

を
失
い
ま
し
た
。
ま
る
で
別
の
星
に

降
り
立
っ
た
よ
う
な
風
景
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。

後
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、
本
来
は
都

道
府
県
管
理
の
箇
所
で
す
が
、
２
０

１
１
年
（
平
成
23
）
に
土
砂
対
策
防
止

法
（
土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害

防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
）
が
で
き

て
、
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
急
迫
し

て
、
特
に
高
度
な
技
術
を
要
す
る
土

砂
災
害
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
が

直
接
、
緊
急
調
査
を
行
な
え
る
よ
う

に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

「
そ
れ
で
各
地
方
整
備
局
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
専
門
の
精
鋭
ス
タ
ッ
フ
を
か

き
集
め
て
、
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊

（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
—
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ：

テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
）

が
組
織
さ
れ
、
災
害
現
地
に
入
り
ま

上：奈良県五條市大塔町赤谷地区から流れ下る水。
左：台風12号の豪雨により赤谷の山腹が崩壊し（正面）、渓流の河道を閉塞した。
下：国土交通省近畿地方整備局 紀伊山地砂防事務所 建設監督官の後藤彦幸さん。

北海道に移住を強いた十津川
大水害

紀伊山地では、過去にも大きな斜面崩壊が
発生しています。1889年（明治22）には、８
月18日～19日にかけて大雨が降り、日雨量
901.7㎜を記録しました。約２億Kもの土砂が
流れ出し、大規模な山腹崩壊が1000カ所、河
道閉塞が53カ所と甚大な被害を及ぼしました。
十津川村の人々は復興を断念して、北海道に
新天地を求めて移住。そのときの物語が、川
村たかし著『北へ行く旅人たち—新十津川物
語』（偕成社 1977）という本にもなっていま
す。
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崩
れ
や
す
い
地
質

「
紀
伊
半
島
と
い
う
の
は
太
平
洋
プ
レ

ー
ト
で
押
し
上
げ
ら
れ
て
隆
起
し
て
で

き
た
半
島
で
す
。
隆
起
と
浸
食
の
バ
ラ

ン
ス
が
良
け
れ
ば
山
の
斜
面
が
な
だ
ら

か
に
な
る
の
で
す
が
、
紀
伊
半
島
は
隆

起
の
ほ
う
が
勝
っ
て
い
る
上
、
プ
レ
ー

ト
に
押
さ
れ
て
隆
起
し
た
地
質
な
の
で
、

ひ
び
が
入
っ
て
崩
れ
や
す
い
の
で
す
」

と
後
藤
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

調
べ
て
み
る
と
、
紀
伊
半
島
の
地
質
は

北
か
ら
南
へ
三
波
川
帯
、
秩
父
古
生
層
、

四
万
十
累
層
群
と
に
区
分
さ
れ
ま
す
。

北
山
川
の
大
部
分
は
秩
父
古
生
層
に
、

熊
野
川
で
は
四
万
十
累
層
群
と
な
っ
て

い
て
、
性
質
も
異
な
る
そ
う
で
す
。
実

際
に
斜
面
崩
壊
が
多
数
起
き
た
の
は
熊

野
川
筋
の
ほ
う
で
、
北
山
川
筋
で
は
ほ

と
ん
ど
発
生
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も

両
地
質
の
差
を
確
認
で
き
ま
す
。

難
し
い
治
水

熊
野
川
の
最
下
流
域
の
国
管
理
区
間

は
、
河
口
か
ら
５
d
で
、
１
９
５
９
年

（
昭
和
34
）
伊
勢
湾
台
風
の
洪
水
実
績
流

量
を
も
と
に
し
て
、
基
本
高
水
流
量
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
高
水
流
量
が
１
万
９
０
０
０

k
／
s
（
河
口
か
ら
10
・
６
d
の
相
賀
〈
お
う

が
〉
地
点
）
と
い
う
の
は
吉
野
川
、
利
根

川
に
匹
敵
す
る
日
本
有
数
の
流
下
能
力

し
た
」

赤
谷
地
区
で
は
、
大
量
の
土
砂
が
河

道
に
流
れ
込
み
川
を
塞
い
だ
た
め
、
天

然
ダ
ム
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

ダ
ム
の
堤
体
を
つ
く
る
と
き
は
、
強

い
岩
盤
を
基
礎
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
立

ち
上
げ
て
、
堤
体
を
超
え
る
水
量
が
あ

っ
て
も
壊
れ
な
い
よ
う
な
強
度
に
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
天
然
ダ
ム
の
場
合
は
、
な
ん

の
処
理
も
さ
れ
て
い
な
い
土
砂
が
溜
ま

っ
て
い
る
だ
け
。
赤
谷
の
場
合
、
厚
さ

80
〜
90
c
ほ
ど
積
も
っ
た
不
安
定
な
土

砂
に
上
流
か
ら
の
水
が
ど
ん
ど
ん
溜
ま

っ
て
い
き
ま
す
か
ら
、
一
気
に
土
石
流

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
土
石
流
の

流
れ
を
計
算
す
る
と
、
こ
こ
か
ら
４
〜

５
d
先
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。

「
台
風
が
く
る
た
び
に
今
で
も
斜
面
が

崩
れ
て
い
ま
す
。
１
６
８
号
線
が
分
断

さ
れ
る
と
、
十
津
川
村
は
奈
良
へ
の
交

通
路
が
断
た
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、

天
然
ダ
ム
の
水
抜
き
と
浸
食
を
抑
え
る

こ
と
が
急
務
で
す
。
具
体
的
に
は
水
路

護
岸
を
行
な
い
、
崩
れ
て
き
た
も
の
を

受
け
止
め
る
よ
う
に
砂
防
堰
堤
を
複
数

つ
く
っ
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

山
体
が
ご
っ
そ
り
と
崩
壊
し
た
傷
痕

は
、
ぼ
く
に
は
山
に
棲
む
龍
が
大
暴
れ

を
し
た
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。
人
の

力
で
は
成
す
す
べ
の
な
い
惨
状
に
、
自

然
の
脅
威
を
痛
感
し
ま
し
た
。

上段右から：熊野那智大社の下には、飛瀧（ひろう）
神社のご神体である一の滝が／本宮の大斎原そばを流
れる熊野川。社殿を押し流す力を想像できる荒々しさ。
右中央：熊野速玉大社。
下段右から：熊野速玉大社の摂社である神倉神社。垂
直の崖と見まごう石段が立ちはだかる／山上のゴトビ
キ岩がご神体。高見から太平洋が見渡せる
下：熊野川支流の北山川上流にある瀞峡（どろきょう）。
本川とは地質的に異なる奇岩、断崖が続く峡谷だ。
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で
す
が
、
２
０
１
１
年
（
平
成
23
）
の
水

害
で
は
、
こ
れ
を
は
る
か
に
越
え
る
２

万
４
０
０
０
k
／
s
の
水
が
流
れ
ま
し

た
。
日
本
有
数
の
流
下
能
力
の
あ
る
大

河
川
で
あ
り
な
が
ら
、
川
か
ら
水
が
あ

ふ
れ
た
こ
と
は
、
今
回
の
洪
水
が
い
か

に
大
き
か
っ
た
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

近
畿
地
方
整
備
局
紀
南
河
川
国
道
事

務
所
の
由
井
伸
直

の
ぶ
な
お

さ
ん
に
よ
る
と
、
当

時
の
熊
野
川
の
流
下
能
力
は
、
実
際
に

は
１
万
２
０
０
０
k
／
s
程
度
だ
っ
た

の
で
、
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
（
い
わ
ゆ
る
激
特
事
業
）
の
指
定
を
受

け
て
、
河
川
整
備
計
画
に
定
め
ら
れ
た

基
本
高
水
流
量
１
万
９
０
０
０
k
／
s

ま
で
流
下
能
力
を
上
げ
る
こ
と
を
目
標

に
工
事
を
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。

熊
野
川
流
域
は
ほ
と
ん
ど
が
山
間
部

で
遊
水
地
に
適
し
た
土
地
も
な
く
、
河

道
掘
削
や
築
堤
な
ど
を
中
心
に
河
川
改

修
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
掘
削
す
る
土

砂
は
、
約
４
７
０
万
k
で
す
。

河
口
閉
塞

熊
野
川
は
洪
水
だ
け
で
な
く
、
河
口

閉
塞
の
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。
流
れ

る
水
の
量
が
少
な
い
と
河
口
を
塞
ぎ
、

流
下
を
妨
げ
る
原
因
に
も
な
る
た
め
、

常
に
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

「
熊
野
川
は
土
砂
の
生
産
量
が
多
い
川

で
、
堆
積
し
た
土
砂
が
河
口
を
塞
ぎ
が

ち
に
な
り
ま
す
の
で
、
常
に
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
っ
た

ん
洪
水
に
な
る
と
土
砂
は
ご
っ
そ
り
海

に
運
ば
れ
て
い
き
ま
す
。
６
０
０
０

k
／
s
以
上
の
流
量
が
あ
れ
ば
、
河
口

を
塞
い
で
い
る
土
砂
も
流
れ
て
い
く
よ

う
で
す
」

由
井
さ
ん
が
「
イ
メ
ー
ジ
で
言
う
と
、

扇
状
地
が
海
の
中
に
あ
る
よ
う
な
川
」

と
い
う
表
現
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。

恵
み
と
リ
ス
ク
の
熊
野
川

熊
野
川
を
有
名
に
し
た
の
は
、
平
安

時
代
の
貴
族
た
ち
で
す
。
上
皇
や
貴
族

た
ち
は
、
険
し
い
山
中
、
急
流
の
川
の

道
を
往
復
１
カ
月
ほ
ど
か
け
て
、
何
度

も
参
拝
し
ま
し
た
。

熊
野
三
山
（
熊
野
本
宮
大
社
、
熊
野
速
玉
大

社
、
熊
野
那
智
大
社
）
へ
行
く
に
は
、
都
か

ら
熊
野
九
十
九
王
子

く
じ
ゅ
う
く
お
う
じ

を
経
て
山
中
の
本

宮
大
社
へ
詣
で
ま
し
た
。
参
詣
道
に
は

小
辺
路

こ
へ
ち

、
中
辺
路

な
か
へ
ち

、
大
辺
路

お
お
へ
ち

、
紀
伊
路
、

伊
勢
路
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
総
称
が
一

般
に
熊
野
古
道
と
呼
ば
れ
、
２
０
０
４

年
（
平
成
16
）
〈
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参

詣
道
〉
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化

遺
産
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

上
皇
た
ち
が
使
っ
た
参
詣
道
は
中
辺

路
で
す
。
京
か
ら
船
で
淀
川
を
下
り
、

現
在
の
大
阪
市
天
満
橋
の
辺
り
で
上
陸

し
陸
路
で
紀
伊
田
辺
へ
。
そ
こ
か
ら
山

越
え
で
本
宮
に
入
り
ま
し
た
。

新
宮
と
呼
ば
れ
る
熊
野
速
玉
大
社
へ

は
、
本
宮
か
ら
熊
野
川
を
舟
で
下
っ
て

坂本勲生さんによる熊野信仰解説

熊野信仰

平安時代の終わりごろ、熊野詣でがあれほど盛んになったのは、権力を手中にするためにものすごい
抗争があったからだと、坂本さんは考えています。

兄弟や親族間で争い、穢（けが）れてのし上がっていく時代でした。難行苦行をしながらお参りに来
る理由は、その穢れを信仰によって祓（はら）うことにあったのではないでしょうか。

平家が滅亡して、末法思想が流行ります。本宮大社の主神は、西方浄土を支配する阿弥陀如来。だか
ら、本宮に来て阿弥陀如来から浄土へ行く印をもらうことに価値があったのです。

新宮の主神は、現在の人々の願いをかなえる仏である薬師如来。那智の主神は、その人の犯した罪を
なくしてくれる千手観音です。　

しかし、現役の天皇は都を長期間空けられないので伊勢へ行き、上皇や法皇（出家した上皇）が熊野
に来ました。しかし、鎌倉時代の終わりに建武の中興が起きて、上皇や法皇の力が削がれたので、熊野
詣でをすることができなくなりました。

【注】建武の中興とは
後醍醐天皇が鎌倉幕府を滅ぼし、1333年（元弘3／正慶2）に開始した〈親政〉を指す。親政とは、源頼
朝から始まった武家政治や院政に対して、天皇が自ら行なう政治のこと。

鎌倉時代から室町時代にかけては武士の棟梁も参詣し、熊野三山を味方に引き入れることで力をつけ
ました。豊臣秀吉も本宮大社にいろいろなものを寄進しています。国に何ごとかあると、熊野に祈願を
しました。元寇（げんこう）のときには怨敵退散と拝んでいます。それは、幕末の鳥羽伏見の戦いのと
きまで続きました。

庶民が蟻の熊野詣でといわれるくらい参詣に押し寄せるようになったのは、江戸時代になってから。
庶民の暮らしに余裕ができてからのことです。

神仏習合

そもそも、日本の宗教の最初は自然信仰でした。森羅万象に命や神霊が宿るとして、神奈備（かむな
び）や磐座（いわくら）を信仰の対象としたのです。本宮でいえば、熊野川の恵みとリスクを祀り、新
宮はゴトビキ岩が最初のご神体。那智のご神体は大滝です。

ですから信仰の対象となった神様は、その地域の狭い範囲の氏神だったのですが、上皇たちに帰依さ
れて、いきなり日本の歴史の中に組み込まれてしまいました。願い事も、狭い範囲からいっきに広がっ
てしまい、「願いを全部、聞き届けられるか」という課題に突き当たったのです。

そのときに、修験道では当時外国から入ってきた新しい宗教である仏教に着目して、「仏さんと一緒に
したら全部の悩みを聞き入れることができる」と考えた、という説があります。

修験道というのは、自然神を包括する山岳信仰と仏教が習合し、さらには密教などの要素も加味され
て確立した日本独特の宗教です。熊野三山は、修験道の修行の場となって霊山として信仰されました。

最初は新宮の位のほうが上だったのですが、本宮は神仏習合になったときに格が上がって　名神大社
（みょうしんたいしゃ　古代における社格の一つ）になりました。山の中にある本宮の位が上がったのは、
最初に必ず本宮に入り、新宮に行っても本宮に戻ってくるという位置にあると思います。付き添いで来
たお供や妃は、本宮に留められますから滞在時間が長くなります。そういうことがあって本宮が賑やか
になりました。

ちなみに足が3本ある八咫烏（やたがらす）は、熊野本宮ではスサノオノミコトの仕えとしています。
日本を統一した神武天皇を、大和の橿原まで先導したとされ、『古事記』や『日本書紀』、『延喜式』にも
記述があります。八咫烏は、日本サッカー協会のマークとしても有名です。

上から：熊野参詣のメインである中辺路ルー
トを来て、熊野本宮大社に到着する直前に今
も残る熊野古道／熊野本宮語り部の会会長 坂
本勲生さん／日本サッカー協会のマークとし
ても有名な、3本足の八咫烏（やたがらす）。



し
た
。
米
が
採
れ
な
い
土
地
柄
で
、
米

も
下
流
か
ら
き
た
そ
う
で
す
。

「
塩
、
酒
、
醤
油
、
味
噌
と
い
っ
た
生

活
用
品
全
般
が
下
流
か
ら
運
ば
れ
て
き

ま
し
た
。
山
か
ら
下
ろ
し
た
も
の
は
、

薪
、
炭
、
板
材
、
割
菜
（
サ
ト
イ
モ
の
茎
）

な
ど
で
し
た
」

と
坂
本
さ
ん
。
１
９
５
３
年
（
昭
和
28
）

の
７
・
18
水
害
の
経
験
も
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

「
当
時
は
学
校
の
財
政
が
乏
し
い
時
代
。

校
庭
の
遊
具
が
流
さ
れ
な
い
よ
う
に
、

必
死
で
結
び
つ
け
て
い
た
ら
、
水
が
上

が
っ
て
き
て
校
庭
を
囲
む
堤
防
も
見
え

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
泳
い

で
い
た
ら
、
蛇
や
ム
カ
デ
が
流
れ
て
き

て
必
死
に
私
の
身
体
に
引
っ
付
い
て
き

た
の
で
す
。
陸
に
上
が
る
前
に
、
水
中

に
潜
っ
た
ら
蛇
も
ム
カ
デ
も
離
れ
て
ホ

ッ
と
し
ま
し
た
。

結
局
、
遊
具
は
全
部
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
、
苦
労
は
報
わ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
校
舎
に
あ
っ
た
ピ
ア
ノ
は
山

仕
事
の
人
が
助
け
に
来
て
く
れ
て
、
無

事
に
守
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

と
こ
ろ
が
そ
の
２
カ
月
後
に
、
９
・

26
水
害
が
起
き
ま
し
た
。
坂
本
さ
ん
は

新
宮
に
出
張
中
で
、
そ
の
と
き
は
何
も

で
き
な
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
や
っ
と
の
思
い
で
手
に
入
れ
た
修
理

用
の
木
材
も
、
全
部
流
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
道
路
も
分
断
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
同
僚
と
二
人
で
自
転
車
を
手

に
入
れ
て
自
宅
を
目
指
し
ま
し
た
が
、

自
転
車
が
役
に
立
っ
た
の
は
最
初
だ
け
。

道
は
崩
れ
る
わ
、
倒
木
は
あ
る
わ
で
、

ほ
と
ん
ど
担
が
な
い
と
な
ら
な
い
よ
う

な
状
態
で
、
自
転
車
は
か
え
っ
て
足
手

ま
と
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」

よ
み
が
え
り
の
パ
ワ
ー

坂
本
さ
ん
に
よ
る
と
、
本
宮
と
新
宮

は
洪
水
と
関
係
が
深
い
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

本
宮
は
、
も
と
も
と
熊
野
川
と
音
無

川
、
岩
田
川
の
中
洲
で
大
斎
原

お
お
ゆ
の
は
ら

と
呼
ば

れ
る
場
所
に
洪
水
鎮
圧
の
た
め
に
祀
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

１
８
８
９
年
（
明
治
22
）
の
十
津
川
水

害
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、

現
在
は
、
被
害
を
免
れ
た
４
社
が
高
台

へ
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
跡
地
で
あ
っ

た
大
斎
原
に
は
、
流
さ
れ
た
８
社
を
合

祀
し
た
石
祠
と
大
鳥
居
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
新
宮
で
あ
る
熊
野
速

玉
大
社
の
〈
速
玉
〉
は
、
川
の
流
れ
の

速
さ
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
熊
野
川
は
古
よ
り
暴
れ

川
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
ま

す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
畏
れ
を
抱
く
対
象

で
よ
み
が
え
り
の
力
を
持
つ
と
信
仰
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

熊
野
川
流
域
だ
け
で
な
く
、
紀
伊
の

国
は
熊
野
三
山
以
外
の
信
仰
も
育
み
ま

し
た
。
16
世
紀
後
半
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
は
、「
宗

教
団
体
が
四
つ
、
五
つ
あ
っ
て
宗
教
共

和
国
の
よ
う
だ
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
　

高
野
山
や
根
来
寺
、
粉
河

こ
か
わ

寺
、
雑
賀

さ
い
が

衆
の
勢
力
は
高
い
経
済
力
と
軍
事
力
を

擁
し
て
自
治
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ
の

も
と
に
な
っ
た
の
は
、
豊
富
で
良
質
な

森
林
資
源
と
海
運
。
と
き
に
は
脅
威
に

も
な
る
豊
か
な
降
雨
が
森
林
を
育
む
源

で
し
た
し
、
海
に
浮
か
ぶ
大
き
な
島
の

よ
う
な
紀
伊
半
島
と
そ
こ
に
流
れ
る
川

は
、
舟
運
に
と
っ
て
高
速
道
路
の
よ
う

な
存
在
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
陸
中
心
に

考
え
る
今
の
ぼ
く
た
ち
の
価
値
観
で
は

理
解
で
き
な
い
世
界
が
、
熊
野
に
は
あ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

ぼ
く
は
、
熊
野
川
は
水
が
き
れ
い
な

だ
け
で
な
く
、
河
原
の
石
が
艶
や
か
だ

と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
撹
乱
が

し
ょ
っ
ち
ゅ
う
起
こ
る
の
で
、
常
に
動

い
て
洗
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

伊
勢
神
宮
に
行
く
と
き
に
渡
る
五
十
鈴

い
す
ず

川
も
石
が
き
れ
い
な
川
で
す
が
、
泥
や

苔
が
つ
い
て
い
な
い
石
は
、
清
浄
さ
を

感
じ
さ
せ
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
穢
れ
を

浄
め
、
よ
み
が
え
り
の
力
を
増
幅
す
る

こ
と
に
も
役
立
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

取
材：

２
０
１
４
年
３
月
17
〜
19
日
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行
き
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
世
界
唯
一
の

〈
川
の
参
詣
道
〉
で
し
ょ
う
。
新
宮
か

ら
那
智
山
へ
は
徒
歩
で
す
。

今
、
ぼ
く
た
ち
が
車
や
ジ
ェ
ッ
ト
船
、

特
急
電
車
を
使
っ
て
も
、
か
な
り
厳
し

い
行
程
で
す
。
箸
よ
り
重
い
も
の
を
持

っ
た
こ
と
が
な
い
平
安
貴
族
が
目
指
す

に
は
、
よ
ほ
ど
の
覚
悟
が
い
っ
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
熊
野
詣
で
に
は

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
ね
。

熊
野
信
仰
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
た

熊
野
本
宮
語
り
部
の
会
会
長
の
坂
本
勲

生
さ
ん
は
、
熊
野
川
支
流
の
大
塔
川

お
お
と
う
が
わ

の

ほ
と
り
に
あ
る
請
川

う
け
が
わ

中
学
校
で
教
師
を

し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
大
川
と
呼
ぶ
熊

野
川
は
、
非
常
に
大
事
な
交
通
路
で
あ

り
、
モ
ノ
の
行
き
来
、
人
間
の
行
き
来

の
要
だ
と
、
生
徒
た
ち
に
教
え
て
い
ま

上段右から：近畿地方整備局 紀南河川国道事
務所の由井伸直さん／河口にできた堆積物の
山。川の流れや潮流によって、形や大きさが
変化するため、常に監視が必要という。
下：熊野速玉大社そばの河川敷も台風12号で
被害を受け、いまだに復旧工事が行なわれて
いる。水深が浅い熊野川では大きな船が使え
なかったため、中世までは4、5人乗りの小型
船で本宮から行き来した。この場所は船着き
場として賑わった権現川原の辺りである。奥
に見える赤い橋が新熊野大橋。
林業が盛んなころは、筏に組んで流した木材
が新宮に集積した。




